
平和を希求する心を育てる取組 

 

報告年月日  平成３０年１１月９日                    

都市名・国  新潟県上越市                    

 

取組の名称 平成 29 年度平和友好都市オーストラリア・カウラ市職員による平和学習会 

実施主体 
（該当項目に✔） 

□学校 ☑自治体 □ＮＧＯ □複合（               ） 

テーマ・目的 平和友好交流・国際理解と平和友好の推進（例:核兵器廃絶、テロ、暴力など） 

対象者 
（年齢･学年、人数等） 

①中学 1.2.3 年生 360 人 

②小学 6年生 19人    （例:12 歳の子ども 60 名、保護者や市民 30 人など） 

実施場所 
①新潟県立直江津中等教育学校 

②上越市立安塚小学校 

実施期間 

①平成２９年９月７日 

②平成２９年９月８日 
※平成 29 年度、初めての開催。今後は 2 年に 1 回カウラ市の職員受入れに合わせ 

実施予定 

取組の概要 

・上越市とオーストラリアのカウラ市には、第 2 次世界大戦時、それぞれに捕虜収容所があり、

互いに悲しむべき出来事があった。二度と同じ悲劇を繰り返さないため、両市民は互いに理解

し合いながら友情を深めることが重要であると考え、2003 年に「平和友好交流意向書」に調印

した。 

・カウラ市とは職員相互交流を行い、2 週間の派遣と受入れを隔年で交互に実施している。平成

29 年度は上越市がカウラ市のクリス・カナードさんを受入れ、その際、新潟県立直江津中等教

育学校と上越市立安塚小学校で児童、生徒を対象に平和学習会を行った。 

・中等教育学校での平和学習会では、1944 年にカウラの収容所で起きた日本兵脱走事件の悲劇に 

ついて語り、参加した中学生は英語で質問を行った。（…①） 

・小学校での平和学習会では、英語を使ったゲームや歌で児童と交流するとともに、両市の悲し

い歴史や現在の交流について知り、平和の大切さについて学んだ。(…②) 

参加者の反応 

①新潟県立直江津中等教育学校参加生徒の感想 

 ・過去の悲しい問題を乗り越えて築かれた今の友好関係を守るためにも、過去を忘れず伝えて 

  いきたい。 

②上越市立安塚小学校参加児童の感想 

 ・英語で話すのは少しはずかしかったけど、目を見て話してくれてうれしかった。いつかカウ

ラ市に行ってみたい。 

成果 

・海外との職員交流の機会に、このような学習会を開催し、子どもたちが直接、外国の文化に触

れ、過去の歴史を知ることで、国際理解と平和友好の両面から意識啓発をすることができた。 

・また、上越市の職員がカウラ市を訪問する際も現地の学校で平和学習会の取組を行っているこ

とから、カウラ市の子どもたちに対しても同様の成果が得られていると考える。 

課題 

・児童・生徒に対し、両市の捕虜収容所に関する歴史等について事前学習を行うことで、平和学

習会の効果が高まることから、引き続き、学校の理解と協力が必要である。 

取組で使用した素材について（図書、映像、パワーポイントなど。内容をわかりやすく簡潔に記入し

てください。） 

・カウラ市の紹介やカウラ捕虜収容所での日本兵脱走事件、現在の平和友好交流についてパワー

ポイントで説明 

上記素材の共有の可否（取組で使用した素材を、平和首長会議の WEB サイトに掲載し、他都市と共

有することに、著作権その他の問題がないか、次からお選び下さい。） 

□掲載可能（素材を添付してください）   ☑掲載不可   □不明 

※ 画像等の資料がある場合は別ファイルで提出してください。 



 

 

■オーストラリア・カウラ市職員による中等教育学校で平和学習会 

 

■オーストラリア・カウラ市職員による小学校で平和学習会 

 

 



 

 

 ■オーストラリア・カウラ市職員が直江津捕虜収容所跡地にある平和記念公園を訪問 

 

■上越日豪協会の代表者が公園内の慰霊記念碑について説明 

 
 


